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低コストで高効率な太陽光発電技術を開発するため、電気エネルギーと熱エ

ネルギーの両方を同時回収できる光・熱ハイブリッドシステムと集光式発電を

用いたハイブリッド式太陽光発電装置を考案し、試作及び評価を行った。その

結果、以下の知見が得られた。 

1) ハイブリッド式太陽光発電装置を構成しているコー ルドミラーは波長分離、

集光の機能を合わせ有してい るが、さらに変換効率低下の原因となる太陽

電池セル 温度上昇を緩和できることについて実証した。 

2) 外気温度 20～25℃、日射量 700～800W/m２の範囲にお いて、装置全体での総

合最大変換効率は 59.5%（光・ 電気変換効率（発電効率）9.62%、集熱管に

よる光・ 熱変換効率 48.9%、冷却熱の回収率 1.0%）の高効率を 達成した。 

3) コールドミラーの斜入射の影響は、平面のミラーに 対して、1.53%の損失で

ありほとんど影響がないこと が認められ、光・電気変換効率の損失が大き

い原因と しては、装置の集光及び太陽追尾機構の精度の低さが 考えられる。 
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